
2025年度 講座・出前授業報告書 No.24 

 

開催日時 2025年 10月 23日（木） 開始時間 ８時 50分  終了時間 12時 20分 

開催場所 谷口台小学校 

実施内容 ビタミン Cたっぷりなものは 

学年、組、等 ６年４組 ６年１組  
参加児童数

計 

児童数 

出席 欠席 出席 欠席 出席 欠席 

33 1  33 1   66 

スタッフ 7名 実施機関スタッフ 3名  

１ 概要 

４種類の果物と野菜（レモン果汁、皮ごとまるまるレモン、赤パプリカ、緑ピーマン）に含まれるビ

タミン Cの含有量をヨウ素溶液（デンプンなし）で滴定した。従来はこれらに加えキゥイゴールドも調

べていたが、今回はアレルギー発症の恐れがあるということで除いた。上記４種類の野菜と果物につい

てビタミン Cがどの順番に多く含まれているかを実験の前に児童に予想してもらい、実験後の結果と比

べたが、予想を外れる結果もあった。リーダーは他人の意見、通説でなく自分で確認することの重要性

を説明した。 

実験は参加児童を６班に分け、それぞれの班に当会のスタッフ１名を配置し実験を支援した。キゥイ

ゴールドを除いたこともあり、二回共に多少余裕をもって時間内に終了することが出来た。 

 

２ 実施内容 

①リーダーが PPTを使ってビタミン Cについてその働き等を説明し、更にビタミン Cというと何を想

像するかなどの質問を行い児童の関心を高めた。その後上記概要に記した４種類の果物と野菜のなか

でビタミン Cが含まれる多さを児童に予想してもらい、ヨウ素液の計量や試料の滴下時の注意点など

を説明した後に実験に入った。 

②実験は児童が試料滴下、液の混合、記録の役割を分担し実行した。 

③各班の実験結果を教室の黒板に表示し、実験に関する感想発表を行った。 

 

３ 良かった点、課題点など 

①今回の実験で上記概要に記した４種類の野菜と果物についてビタミン Cが多く含まれている順番を

実験の前に児童に予想してもらい、実験後の結果と比べたが、予想を外れる結果もあった。世間の通

念には間違いもあり、確認することが重要であることが体験できたと思う。 

②ヨウ素溶液をメスシリンダーで計量する際、最終段階でピペットを使用するタイミングとして具体

的な数値（ｍＬ値）を示したこと、滴定の初期段階における混合液色の確認までの試料の滴下数を示

したことなど具体的な説明により、スムーズに実験を進めることが出来た。 

③実験で使用した器具を実施機関スタッフの方が洗って下さり感謝！ 

④１回目のクラスの実験が終了し２回目のクラスの実験が始まる間の時間でレモン果汁、皮ごとまる

まるレモンの試料を準備したが、やや時間的に余裕がないという印象だった。 

 

 

 

 

 

 

 

 


